
インプット（予算）

アクティビティ
（事業概要）

アウトプット
（活動実績）

効果的なオンラ
イン研修手法を
検討した上で、
災害対応に係る
オンライン教材
の作成（重要項
目を選定）。自治
体職員等を対象
とした普及啓発。

１０百万円

（別紙） 防災スペシャリスト養成eラーニング整備のための経費

〇防災スペシャリスト養成研修（内閣府）
〇他省庁による防災訓練、研修
〇地方自治体による防災訓練、研修等

その他の関連事業、施策

自治体職員における災
害対応に必要な知識の
習得のための教材。防
災スペシャリスト養成研
修の場やHP、メールマ
ガジンにおける周知。

質が高く汎用性が高いオン
ライン教材、各受講者が自
身の理解度を確認できるテ
スト問題。自治体職員等が
アクセス可能な、web等での
案内情報。

アウトカム
（活動実績がもたらす状況の変化、人の行動変容、その他成果）

（※）時間軸で初期→中長期で設定。

解決すべき
問題・課題

新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮し、従来一般的であった対面型の訓練・研修が困難な
状況においても、自治体職員等の災害対応力を強化できる新たな研修ツールが必要。

上記問題・課題
と事業との関係

コロナ禍においても、自治体職員がいつでもどこからでもアクセスでき、必要な知識を得られるオン
ライン学習プログラムを整備することで、上記課題を解決する。

（注１）アウトプット及びアウトカムの点線枠内には、何をもってアウトプット及びアウトカムを測るのかを記載する。
（注２）アウトカムを定量的に測ることが困難な場合には、代替となる事項をもってアウトカムを測ることの相当な理由も同枠内に記載する。

インパクト（社会的な影響）

・自治体の防災対応能力
が向上し、減災に資する。

事業により直接コントロールできない部分

中長期（※）アウトカム

災害対応に必要な知識
を習得するためのオンラ
イン教材を継続利用す
る自治体数の増加。

自治体における災害対応の
研修として、オンライン教材
を継続的に利用している自
治体数をアンケート調査や
受講状況調査等で評価。

初期（※）アウトカム

距離・時間制約解消に
より、受講希望者の裾
野を広げる。

自治体における研修の受
講者数（オンライン化に
よって受講可能となった
数）、オンライン研修の受
講者テスト・アンケートによ
る理解度評価。
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